
 

令和４年度財務状況 

 

 
学校法人は、昭和46年4月1日付文部省令第18号「学校法人会計基準」に則して会計処理を行い、

会計処理結果を表す財務計算に関する書類「計算書類」を会計年度ごとに作成しなければなりませ

ん。更に、大学法人は、平成27年度より「学校法人会計基準の一部を改正する省令」が適用され、

一般企業の決算書に相当する「資金収支計算書、事業活動収支計算書及び貸借対照表」の３表を作

成します。 

学校法人行吉学園の令和４年度計算書類（決算書）は、監事の監査を経て、令和5年5月25日の理

事会で承認され、続く評議員会へ報告し了承されました。また、独立監査人である監査法人から、

この計算書類は適正であるとの監査報告を受けています。 

 

 

【令和４年度決算概要について】 

 

１． 令和４年度の事業活動収支計算書における教育活動収入は、学生生徒等納付金が前年比

「△385百万円」、経常費等補助金が前年比「△110百万円」となったことにより、全体で

「508百万円」の減少となりました。 

教育活動支出は、人件費が前年比「＋64百万円」、教育研究経費が前年比「＋91百万円」、

管理経費が前年比「△110百万円」となったことにより、全体で「36百万円」の増加とな

りました。これは、光熱水費「53百万円」の増加、前年度心理学部設置に伴う費用「193

百万円」の減少が大きな要因です。   

 

２． 教育活動外収支は、前年度同額の「30百万円」となりました。本学は借入金がなく利息

の支払いも発生しないことから収支の黒字を確保しています。特別収支は、前年比「＋11

百万円」となりました。これは、前年度心理学部設置に伴う図書除却「12百万円」の減少

が主な要因です。 

 

３． 以上により、基本金組入前当年度収支差額は「△793百万円」となり、前年比「△533百

万円」の赤字基調となりました。基本金組入額は「△144百万円」、これにより当年度収

支差額は「△937百万円」の支出超過となり、前年比では「△281百万円」となりました。   

令和５年度予算においては経常費10％削減により支出を抑制し、令和６年度からは学生

募集対策として入学金の減額を含む学費改定を行います。これらと入学定員の充足により

収支の改善を図りたいと考えています。 

 

４． 一般企業のキャッシュ・フロー計算書に当たる活動区分資金収支計算書において、教育

活動資金収支差額が赤字となりましたが、翌年度へ繰越す支払資金残高は「5,990百万円」

を確保しています。 

 

【掲載する計算書類等】 

・資金収支計算書（令和４年4月1日から令和５年3月31日まで） 

・活動区分資金収支計算書（令和４年4月1日から令和５年3月31日まで） 

・事業活動収支計算書（令和４年4月1日から令和５年3月31日まで） 

・貸借対照表（令和５年3月31日） 

・財産目録（令和５年3月31日） 

 ・監査報告書（監事・独立監査人） 

 ・経年推移及び財務比率 


